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Main visual “Conduction” by Kikoh Matsuura



BIWAKOビエンナーレは、滋賀県の琵琶湖を中心に広がる近江八幡旧市街地、彦根市街地など約３１箇所の
歴史ある会場を舞台に、国内外のアーティスト約71組が展示を行うアートイベントです。起源は、21世紀の幕開
け2001年。繰り返される殺戮の歴史に終止符を打たれることへの願いを込めた第1回目のテーマは、“ガイアの
覚醒～ZEP TEPI”。ZEP TEPIは、古代エジプト語で「最初のとき」を意味します。未だ人類が苦しい状況に直面す
る現在、私たちが背負う悪しきカルマを克服できる日々を願い、今回もアーティストが空間を魅了します。
開催10回目となるテーマは、「起源~ORIGIN」。人類、そして地球上にあるすべての存在は、宇宙に浮か
ぶこの類稀な美しい星に起源を持ちます。BIWAKOビエンナーレで、さまざまな起源に思いを馳せる旅、
自身の心の奥深くに眠る起源へと…。

江頭誠 アン・エリングスタム

宮田彩加西島雄志

伊藤幸久 野田拓真赤松音呂

※画像は過去作品のため、今回の出展作品およびインスタレーションではございません。

近江八幡と彦根を舞台に、地域と空間を生かすアーティストの力。

佐々木類

市川平

©Ken+Julia Yonetani, Courtesy of the artists and Mizuma Art Gallery
米谷健＋ジュリア

●公式WEBサイトの「パスポート情報」から前売チケット販売中(「Peatix」「ArtSticker」「チケットぴあ」)です。
販売は１０月７日まで。●前売チケット交換・当日券販売所は、近江八幡エリア総合案内所（旧八幡郵便局）、彦根
エリア総合案内所（コジマギャラリー中央店）、近江八幡駅北口観光案内所、彦根市観光案内所（JR彦根駅西
口）です。詳細は公式WEBサイトの「パスポート情報」をご覧ください。

アートが好き、滋賀県や地域
に役立ちたい、コミュニケー
ションが好き、海外が好き、
SNSや動画配信がやりたい
などどんな方でもOK！

パスポートのご購入方法や販売情報はこちら
随時、「前売チケット」や、「パスポート」に関する最新情報をこちら
のページで発信しています。

サポートスタッフ、インターン生、
老若男女問わず大募集！BIWAKOビエンナーレ実行委員会事務局

（NPO 法人エナジーフィールド内）

CONTACT

《主催》文化庁、独立行政法人日本芸術文化振興会、国際芸術祭BIWAKOビエンナーレ実行委員会 
《制作》国際芸術祭BIWAKOビエンナーレ実行委員会《助成》公益財団法人花王芸術・科学財団、東
方文化支援財団、公益財団法人河本文教福祉振興会、公益財団法人秀明文化財団、公益財団法
人平和堂財団《協賛》株式会社日吉、オーストリア大使館、近江八幡まちや倶楽部、京都信用金庫、
近江牛毛利志満、株式会社カネ吉ヤマモトフーズ、株式会社千成亭風土、Going Nuts!、進々堂商
光株式会社、有限会社フェイム、スウェーデン大使館、スロヴェニア大使館、ポーランド広報文化セ
ンター、Australia Council for the Arts、KONSTNÄRSNÄMNDEN、Region Halland 《後援》在日
フランス大使館/アンスティチュ・フランセ日本、滋賀県、滋賀県教育委員会《協力》近江鉄道グルー
プ、旧伴家住宅、あきんど道商店街、成安造形大学 美術領域 現代アートコース 宇野ゼミ

*1 彦根城・玄宮園入場料を含みます。 *2 彦根城・玄宮園の入場料を含みません。
※別途料金が必要な施設あり。入場料が必要な施設や各種割引の情報は、今後WEBに掲載予定です。

一  般

学生（大学・専門・高校）

中学生以下・障がい者

*１

*１

各案内所にて専用パスポートを
お受け取りください

*2

JR・近江鉄道「近江八幡」駅下車、駅北口 近江
鉄道バス６番乗場より「長命寺・国民休暇村」行
き→ 「大杉町(八幡山ロープウェイ口)」下車（乗
車時間約７分）

●電車+バス
名神高速道路「竜王I.C.」より約12km、「八日市
I.C」より約15km近江八幡方面へ

JR・近江鉄道「彦根」駅下車、南西へ徒歩約
17分圏内

●電車+徒歩
名神高速道路「彦根I.C.」より西または北西
方面へ約3km

ACCESS

彦根エリア総合案内所コジマギャラリー中央店 滋賀県彦根市中央町4-36

近江八幡エリア総合案内所 旧八幡郵便局 滋賀県近江八幡市仲屋町中8

BIWAKOビエンナーレ 検 索https://energyfield.org/biwakobiennale/
公式WEBサイト

ANNIVERSARY五感をひらいて、町とアートをめぐる旅


